








要約:母子保健における健康診査と事後指導の充実を図るには総合的な療育や相談のネッ

トワーク・システムが必要であるが、地方公共団体、地域社会における関連社会資源の整

備状況に大きな格差があるので、単一の標準的モデルの策定は不可能である、地域密着性、

即応性、専門性等の現実的条件を考慮し、目的に応じて各地域に適合したシステムを策定

することが必要である。参加メンバーとその役割も各機関等の現実機能に留意し、かつシ

ステムの性格によって流動的とする必要があるほか、多数のシステム間の混乱を避けるた

めのメタ・ネットワークを必要とすると考えられる。 


